
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この日はマレーシアに来て最初の活動日となりま

した。飛行機の疲れもあったと思いますが、みんなしっ

かりと朝起きて朝食をとっていました。 

この日最初に行ったのはキナバル公園という場所

です。キナバル公園はキナバル山のふもとにある保護

を目的とした自然公園で、２０００年にユネスコの世

界遺産に登録されている場所でもあります。 

 

キナバル公園ではシダ植物をはじめ、熱帯にしか

生息していない植物のほか、食虫植物として有名な

ウツボカズラなど様々な植物を見ることができまし

た。 

ウツボカズラは英語で

pitcher plant といいますが、

そのウツボカズラは大変珍

しく、森林にあると持ち去ら

れてしまうそうで、数が減っ

ているそうです。それなので 

私たちが見たウツボカズラはフェンスに守られていま

した。 

また、私たちは世界最大

の花といわれているラフレ

シアを見てきました。ラフ

レシアは、つぼみから開花

するまでに約５年かかると

いわれていて、開花しても

１週間ほどで枯れてしまうそうです。そんな花を見る

ことができたのはとても運が良かったと思います。 

また、ここではキャノピーウォークという吊り橋もわ

たりました。この橋は地上から約４０メートルの高さ

から森林を見下ろすことができる橋で、木と木の間

をロープでつるしてある吊り橋です。 

 

 

 

 

 

 

吊り橋なので信じられないほど揺れました。写真を撮

るのも難しく、揺れてピントがずれてしまうし、落とし

そうにもなります。そして何よりとても怖かったです。 

 

キナバル公園に行った後は温泉に行きました。その

温泉は昔、戦争中に日本軍が堀った温泉らしく、その

あとをマレーシアの人々が受け継いだそうです。温泉

といってもそこは

プールのようなと

ころで、訪れた

人々はみんな水

着をつけて入って

いました。私たち

は、水着を持ち

合わせてなかった

ので、足湯につか

りました。温度は熱いところ、ぬるいところ、冷たいと

ころに分かれていましたが、熱いところに入っている

外国の人は、とても少なかったです。足湯はとても気

持ちが良くて、いい汗をかくことができました。 

昼食は山の中華料

理屋さんに行きまし

た。真ん中の丸いテー

ブルにいろいろな料

理を置いて、そこから、

バイキングのように取

り分けていくのが中国

スタイルのようです。料理は、辛い物やすっぱいもの

が中心でした。お米は日本のとは違い、とてもパサパ

サしていて、お米だけでは非常に食べづらいものでし

た。なので、みんなはスープなどにつけながら食べて

いました。 

 

この日は一日森での活動で長い距離を歩きました

が、その分マレーシアでしか学ぶことができないこと

をたくさん学べたので、有意義な活動をできたと思

います。 
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